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会 長 告 知 

☆ 司会進行 SAA 白井 勇 君 

＜ビジター＞ 

＊御坊南 RC 柿木宏充 君 

 

＜ゲスト＞ 

＊講師 

 (青年海外協力隊)  

森本佳樹 様 

＊日高高校   5 名 

＊紀央館高校 5 名 
 
 

 
 
会長 細川幸三 君 

 

皆さん今晩は！ 

本日は、御坊東ロータリークラブ賞表彰例会です。受賞生

徒の皆さん、担当の先生方、 

ご父兄の皆様、それか 

ら講師を務めて頂く 

森本佳樹様、本日 

はようこそお越し 

下さいました。 

また、御坊南 RC 

柿木会長、本日はようこ 

そおいでくださいました。 

お礼申し上げます。本日、お見えの方々にはＲＣ？それって

何ですか？とおっしゃる方もいらっしゃると思いますので、ＲＣ

について少し触れておきたいと思います。 

１９０５年アメリカの都市シカゴで弁護士のポールハリスと言う

人が中心になり始まりました。当時のアメリカは不況により殺伐

とした社会で、そう言った時代に、奉仕を理念をとするクラブが

誕生し、それが世界中に広がっていきました。 

現在世界には２００以上の国と地域に３３，０００以上のクラブ

と約１２０万人の会員がいます。 

日本では１９２０年、大正９年に当時三井銀行の重役であっ

た米山梅吉と言う方が中心となり東京ＲＣが誕生し、日本各地

に広まっていきました。第二次世界大戦の時に中断がありまし

たが、現在では３４地区約８９，０００人の会員がいます。 

ロータリーには様々な事業、活動がありますが、その中で５

大奉仕と言うロータリーの根幹をなす奉仕活動があります。そ

の５大奉仕活動の内の一つが、青少年奉仕です。 

今日、生徒の皆様方を表彰する私達の活動が、青少年奉

仕にあたります。 

青少年奉仕とは次代を担う年齢 30 歳までの若い人々すべ

てを含む新世代の多様なニーズを認識し、彼らのより良い未

来を確かなものにするという責務を負っています。 

よりよい未来を確かなものとするために新世代の生活能力を高

めることによって、新世代に将来への準備をさせることは、ロー

タリアン一人ひとりの責務である。すべてのクラブと地区は、健

康、人間的価値、教育、自己開発といった新世代の基本的ニ

ーズを支えるプロジェクトに取り組むように奨励されています。

と、ここまで言うと言っている私本人ですら訳が分からなくなっ

てきますが、要するに私達ＲＣは次代を担う若者達に対し何か

の応援を行い、その若者がそれを励みに将来に向かって頑張

って頂こうと言う趣旨の物だと考えて頂ければよろしいかと思い

ます。 

また、本日の講師、森本佳樹様には後ほど、プログラムの方

でお話しをして頂く事になっておりますので、よろしく御願いい

たします。 

本日の告知は以上とさせて頂きます。 

 

  幹事 稲垣 崇 君 

○第 2640 地区から、ロータリーの誕生日ラジオ放送のご案内

がきています。雑誌・公共イメージ委員会により「ポリオ撲滅

キャンペーン」の一環として、ラジオ放送によるメッセージの

スポット放送が実現することになりました。地区ホームページ

の「地区からの報告」に掲載いたしましたので宜しくお願い

致します。 

 

  
  「御坊東ロータリークラブ賞授与式」 

 奉仕プロジェクト委員会 新世代奉仕委員長 森本弘之 君 

次の方々が受賞されました。 

[日高高校] 

・大崎堅太 君 普通科 

・樫原 輝 君 総合科学科 

・三谷凌大 君 総合科学科 

三君は科学クラブに所属し、自作した空き缶サイズの模擬

人工衛星を打ち上げ、技術力、想像力、プレゼンテーション

能力を競う「缶サット甲子園 2012 年全国大会で見事に優勝

を果たした。 

 

 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告

本日のプログラム 



 

 

[紀央館高校] 

・市谷友佑 君 普通科 

３年間写真部に所属し熱心に活動に取り組み、25 年度県

総合文化展で奨励賞を受賞した。学習、生徒会と何事にも

努力を惜しまず取り組んできた。 

・戸村紀子 君 普通科 

３年間柔道部に所属し、毎年インターハイに出場し、多く

の戦績を残した。主将としてチームをまとめ、クラブ活動だけ

でなく、珠算・電卓実務検定 1 級の資格を取得し学習面にお

いても意欲的に取り組む。 

・中山雅貴 君 工業技術科 

２年生の後期から生徒会長になり、3 年生の前期まで 2 期

間にわたり務めた。陸上競技では、主将を務めクラブの中心

として後輩の面倒を見、県退会で入賞するなど学業とクラブ

活動を両立し頑張った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  『どこまで行っても同じ空の下～南の島

で学んだ当たり前のこと』 

森本佳樹 様（成年海外協力隊 22 年度 4 次隊） 

 

私は、森本佳樹といいます。今回は私が青年海外協力隊と

してフィリピンで活動していたことをお話しさせて頂きます。 

私は 2012 年度 4 次隊村落開発普及員という職種のもとでフ

ィリピンに派遣されておりました。美浜町出身で 1985 年生まれ

の２７才です。１０年前に日高高校を卒業しました。 

大学に進み卒業後はしばらく一般企業に就職しましたが、退

職し JICA の青年海外協力隊としてフィリピンのソルゴン州ブラ

ン町に派遣され、JICA 青年海外協力隊は、発途上地域の経済

及び社会の発展にきよし国際協力を促進を目的としています。 

協力隊は、JICA が派遣するボランティアで、開発途上国の

援助を行う事業です。仕事の種類は１４０もあって「自動車整

備」、「看護師」、「教師」、「コンピューターの技術を教える」、

「陸上競技のコーチ」などの仕事もあります。 

私の職種はコミュニティの働きを強め、住民たちが自分たち

の問題解決をしていくための手伝いをすることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィリピン国は今、ものすごい勢いで人口が増えてきていま

す。食糧危機が起こっています。この前の台風被害もありまし

た、そして貧困問題です。私の住んでいたソルゴン州ブラン町

はフィリピンの中でも田舎です。料理するにもガスが無いので、

薪を使います。また、違法漁業と乱獲で漁業が危機を迎えてい

ます。ダイナマイトを使ったり、非常に細かい網を使って魚の稚

魚を取るため長期的に魚が取れなくなり、漁師さんの収入が上

がらなくなります。そこで私が考えたのが、他に副収入があれば

違法漁業をしなくなるだろうと、そして、海の環境も良くなり普通

に漁業ができるようになると思い、私は漁業者向けの３つの生

計向上プログラムをたちあげました。 

３つは、「ココナッツ」、「なまこ」、「天草」を活用したプロジェク

です。そうゆう活動をしながら、趣味のテニスも楽しんでいまし

た。 私が現地で学んだ事は、世の中捨てたもんじゃないという

ことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現地結婚 

式に参列 

 

フィリピンに行ったのが 2011 年 3 月 28 日、日本で震災があ

った 17 日後で私自身こんな時に行っていいのか？と悩みなが

ら行ったのですが、そこで最初に見せてもらったのがゴミ山で

生活している人達が日本の為に募金をしてくれている。 

これは非常に考えさせられる光景でした。人は支え合ってい

るという、当たり前の事を考えさせられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

謝辞 会長 細川幸三 君 
 

森本様、大変貴重なお話を分かりやすく話して頂きありがとう

ございました。 

言葉や文化の違うフィリピンでの様々な活動は、今話しでお

聞きする程、簡単な事ではないと思います。 

私達ＲＣもフリピンのセブ島で飲料水確保の為に井戸を設置

する活動を行ってきました。当クラブからは雑賀さんがフィリピン

に何度も行かれています。 

現在は、インターネットや交通手段の発達で、世界が小さく

感じるようになっていますが私達の若い頃には考えもしなかっ

た事が、可能な世の中になって、今後も更に加速すると思われ

ます。森本様にはこれからも世界中の至るところで頑張って頂

きたいと思います。 

また今日、表彰された皆さんもこれから大学進学や就職で、

社会に出ていく事になります。これからも、高校生活３年間での

頑張りを忘れず社会に貢献出来る立派な社会人を目指して頑

張って頂きたいと祈願し、本日表彰された高校生の皆様に対

するお祝いと、森本様に対するお礼の言葉とさせて頂きます。 

本日はどうもありがとうございました。 

講    話 



 

なし2月5日 の修正出席率

15名 4名 1 73.3%11名

会員数 欠席者 免除会員 出席率出席者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  SAA  森 裕之 君 

◇細川幸三 君（過分に） 表彰生徒の皆さん、本日はおめでと 

うございます。栗本先生、この度は教育功労賞おめ

でとうございます。御坊南RC柿木会長ようこそおいで

くださいました。 

◇稲垣 崇 君（過分に） 栗本先生、おめでとうございます。 

御坊南 RC 柿木会長、ようこそおいで下さいました。 

◇栗本 浩 君（過分に） 先日、県教育功労賞を受賞いたしま

した。長年日高高校の校区を務めさせて頂いたおか

げです。ありがとうございます。 

◇尾崎達哉 君 栗本先生、おめでとうございます。 

柿木さん、ようこそおいで下さいました。 

◇森本弘之 君 栗本先生、おめでとうございます。 

柿木さん、ようこそおいで下さいました。 

 

 

 

 

  出席委員会  雑賀鈴夫 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ニ コ ニ コ 箱 

出 席 報 告

ROTARY CLUB SONG 

我らの生業

次回例会のご案内 
 

★2/5 例会は  

大川寿樹君の会員卓話です。 


